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愛
南
町
の
行
政
相
談
委
員
を
紹
介
し
ま
す

◆
総
務
課
か
ら

事
業
の
廃
止
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
高
齢
者
支
援
課
か
ら

委員を公募します
◆総務課から

む
し
歯
０
本
、

　
　
　
お
め
で
と
う

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　
行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
相
談
委

員
法
に
基
づ
き
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
国
民
の
皆
さ
ん
の
行
政
に
関
す

る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
お
聞
き

し
、
皆
さ
ん
と
役
所
な
ど
の
間
に
立

ち
、
公
平
・
中
立
的
立
場
で
相
談
に

の
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
本
町
の
行
政
相
談
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。

　
木
谷
　
貞さ

だ

捷か
つ 

氏（
　
柏
　
）

　
坂
尾
　
英え

い

治じ 

氏（
御
荘
和
口
）

　
黒
澤
　
民た

み

彦ひ
こ 

氏（
城
辺
甲
）

　
宮
下
　
建た

て

夫お 

氏（
小
　
山
）

　
山
岡
　
島し

ま

子こ 

氏（
船
　
越
）

　
行
政
相
談
所
は
、
毎
月
第
２
水
曜

日
に
各
地
域
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　
高
齢
者
の
在
宅
福
祉
事
業
と
し
て

平
成
24
年
度
ま
で
愛
南
町
で
実
施
し

て
い
た
次
の
事
業
を
、
平
成
25
年
４

月
１
日
か
ら
廃
止
し
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
事
業

の
ご
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度
か
ら
廃
止
す
る
事
業

◆
生
活
管
理
指
導
員
派
遣
事
業

（
対
象
　
日
常
的
に
支
援
が
必
要
な

二
次
予
防
事
業
の
対
象
者
）

◆
い
き
が
い
活
動
支
援
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

（
対
象
　
概
ね
65
歳
以
上
の
在
宅
で
、

介
護
認
定
で
「
非
該
当
」
と
判
定
さ

れ
た
高
齢
者
及
び
明
ら
か
に
「
自

立
」
と
判
定
さ
れ
る
方
）

問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課

（
℡
７
２
―

７
３
２
５
）

委員の名称 御荘夢創造館懇話会委員

職務の
内　容

御荘夢創造館の事業活動や運営全般
に関する審議等

報酬等
の条件

日額 7,000円（交通費支給なし）

公募委員数 ２名（委員定数10名）

任　期 委嘱の日～平成27年3月31日まで

応募資格
町内在住の方で、児童館活動に興
味のある方

募集期間 4月1日～4月30日

問合せ
（担当課）

御荘夢創造館（℡７２－１１１６）

　次のとおり「御荘夢創造館懇話会」の委員

を公募します。申込方法等詳しくは、御荘夢

創造館までお問い合わせください。なお、

他の委員会等の委員を3以上兼務している方

は、応募できませんのでご注意ください。

　
愛
南
町
で
は
、
５
歳
児
歯
科
健
診

で
、
む
し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お
子
さ

ん
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
２
月
に
実
施
し
た
健
診
で
は
、
14

名
の
受
診
者
の
う
ち
５
名
の
お
子
さ

ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
歯
磨
き
を

し
て
、
き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

  

埜
　
下
　
歩あ

ゆ

　
花か 

ち
ゃ
ん（
御
荘
平
城
）

  

山
　
岡
　
右う

　
京

き
ょ
う

く
ん（
御
荘
深
泥
） 

  

守
　
屋
　
心こ

こ

　
実み 

ち
ゃ
ん（
城
辺
甲
）

  

浅
　
山
　
杏あ

ん

　
梨り 

ち
ゃ
ん（
広
　
見
）

  

堀
　
岡
　
和か

ず

　
生き 

く
ん（
中
　
川
）
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「
平
成
25
年
度
危
険
物

取
扱
者
試
験（
第
１
回
）」と

「
準
備
講
習
会
」を

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

◆
消
防
本
部
か
ら

「
ウ
イ
ル
ス
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
」

の
使
用
中
止
の
お
願
い

◆
商
工
観
光
課
か
ら

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

「
こ
け
玉
作
り
体
験
」参
加

者
を
募
集
し
ま
す

◆
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

印
鑑
登
録
証
の
交
付
が

有
料
に
な
り
ま
し
た

◆
町
民
課
か
ら

平
成
25
年
度

　
　

危
険
物
取
扱
者
試
験（
第
１
回
）

【
試
験
日
】　
６
月
23
日（
日
） 
10
時
〜

【
会
場
】　

　
県
立
吉
田
高
等
学
校
・
県
立
八
幡

浜
工
業
高
等
学
校
ほ
か

【
願
書
受
付
】

　

書
面
申
請
　
４
月
15
日（
月)

〜

　
　
　
　
　
　
　
　
25
日（
木
）必
着

　
電
子
申
請
　
４
月
12
日（
金
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　
22
日（
月
）

※
受
験
願
書
は
愛
南
町
消
防
本
部
に

あ
り
ま
す
。

【
試
験
種
類
】

　
甲
・
乙
・
丙
種
の
全
種
類（
吉
田

会
場
は
乙
種
第
４
類
と
丙
種
の
２
種

類
）

【
受
験
料
】

　
甲
種
　
５
，０
０
０
円

　
乙
種
　
３
，４
０
０
円

　
丙
種
　
２
，７
０
０
円

準
備
講
習
会

【
日
時
】　
５
月
24
日（
金
）、
25
日（
土
）

　
　
　
　
の
２
日
間

【
会
場
】

　
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防

本
部
　
４
階
大
会
議
室

【
受
講
料
】

　
会
　
員  
６
，３
０
０
円

　
非
会
員  

８
，８
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
が
別
途
必
要
で
す
。

問
合
せ
　
愛
南
町
消
防
本
部

（
℡
７
２
―

０
１
１
９
）

　
今
ま
で
に（
平
成
25
年
２
月
21
日
現

在)

、「
首
か
ら
下
げ
て
い
た
ら
、
数

日
後
に
皮
膚
が
た
だ
れ
た
」
な
ど
、
行

政
機
関
や
医
療
機
関
か
ら
22
件
の
消

費
者
事
故
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
消
費
者
庁
で
は
、
次

亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
含
む
と

の
表
示
が
あ
る
首
か
ら
ぶ
ら
下
げ
る

タ
イ
プ
の
携
帯
型
空
間
除
菌
剤
「
ウ

イ
ル
ス
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
」
に
つ
い
て

は
、
化
学
熱
傷
を
起
こ
す
お
そ
れ
が

あ
る
た
め
、
２
月
18
日
か
ら
使
用
中

止
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
次
の
製
品
を
使
用
し

な
い
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

こ
の
製
品
に
関
す
る
消
費
者
事
故
情

報
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、町
消
費
生
活

相
談
窓
口（
商
工
観
光
課
内
、℡
７
２
―

１
４
０
５
）に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

製
品
名
　
ウ
イ
ル
ス
プ
ロ
テ
ク
タ
ー

輸
入
元
　
Ｅ
Ｒ
Ａ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
株
式
会
社

問
合
せ
　
発
売
事
業
者
　
株
式
会
社

ダ
イ
レ
ク
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
℡
０
１
２
０
―

９
８
８
―

０
３
０
）

※
月
〜
金
曜
日
、
９
時
30
分
〜
17
時

　
ご
家
族
・
ご
友
人
な
ど
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
４
月
13
日（
土
）10
時
〜

　
　
　（
雨
天
決
行
）

場
所
　
愛
南
町
城
辺
甲（
神
越
）

定
員
　
10
名（
先
着
順
）

内
容
　
山
草
や

こ
け
を
使
っ
た

こ
け
玉
作
り
を

し
な
が
ら
、の
ん

び
り
お
茶
を
飲

み
ま
せ
ん
か
。

参
加
費

　
１
人

　
１
，０
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
２
―

７
３
１
１
）

　
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
印
鑑

登
録
証
の
交
付
手
続
き
が
有
料
に

な
り
、
次
の
場
合
、
１
件
に
つ
き

２
０
０
円
の
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
。

●
新
規
で
印
鑑
登
録
申
請
を
す
る
と

き●
再
登
録
申
請
を
す
る
と
き

問
合
せ

　
町
民
課（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）
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ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

◆
生
涯
学
習
課
か
ら

補
助
金
の
見
直
し
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
企
画
財
政
課
か
ら

　
６
月
29
日（
土
）開
催

の
第
２
回
愛
南
町
い

や
し
の
郷
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
大
会
で
、
選

手
の
監
視
や
コ
ー
ス

の
誘
導
、
選
手
に
水

や
ド
リ
ン
ク
を
渡
す

エ
イ
ド
係
な
ど
を
グ

ル
ー
プ（
４
名
以
上
）で

お
手
伝
い
し
て
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
要
件
、
応
募
方

法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

募
集
期
間

　
５
月
31
日（
金
）ま
で

問
合
せ

　
愛
南
町
い
や
し
の

郷
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

大
会
実
行
委
員
会
事

務
局

（
℡
７
３
―

１
１
１
２
）

【
補
助
金
の
見
直
し
の
必
要
性
】

　
補
助
金
の
見
直
し
に
当
た
っ
て

は
、
行
政
自
身
に
よ
る
評
価
だ
け
で

な
く
、
多
種
・
多
様
化
す
る
住
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
「
住
民
目
線
」

に
よ
る
客
観
的
な
評
価
が
必
要
で
あ

る
と
と
も
に
、
補
助
金
の
「
公
益

性
」
及
び
「
公
平
性
」
が
時
間
・
社

会
情
勢
と
と
も
に
変
化
す
る
た
め
、

定
期
的
に
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

【
見
直
し
の
経
過
・
結
果
】

　
ま
ず
、
平
成
23
年
度
決
算
額
が

１
０
０
万
円
を
超
え
る
補
助
金
の
う

ち
６
つ
の
補
助
金
を
選
定
し
、
住
民

で
構
成
す
る
「
補
助
金
等
検
討
委
員

会
」
に
お
い
て
見
直
し
を
行
い
ま
し

た
。
町
長
の
諮
問
を
受
け
た
補
助
金

等
検
討
委
員
会
は
、
担
当
課
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
な
ど
計
３
回
に
わ
た
り
審

議
を
行
い
ま
し
た
。
見
直
し
は
、
社

会
的
ニ
ー
ズ
、
実
現
・
目
的
達
成
可

能
度
、
団
体
運
営
等
の
適
合
性
及
び

費
用
対
効
果
の
４
つ
の
評
価
基
準
に

よ
り
点
数
化
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
補
助
金
等
検
討
委
員
会

は
審
議
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
昨

年
９
月
、
町
長
に
答
申
を
行
い
ま
し

た
。

（単位：千円）

事業分野 補助金名
H24
予算額

答申
補助金額

H25
予算額

結果

地域振興 地域振興費 41,780 50,000 50,114 継続

農林業
森林整備担い手確保育成対策
補助金

5,554 5,554 3,382 継続

建設 住宅新築・リフォーム補助金 9,000 9,000 9,000 継続

高齢者福祉

愛南町シルバー人材センター
補助金

1,200 1,200 1,200 改善

敬老会補助金 9,600 9,600 9,600 継続

体育・文化 体育奨励費 3,000 3,300 3,300 継続

（注1）答申補助金額は、諮問を受けた補助金等検討委員会が町長に答申した金
額です。

（注2）結果欄の「継続」は「補助を継続するもの」で、「改善」は「補助金を助
成するが、さらなる改善を期待するもの」です。

（注3）「森林整備担い手確保対策補助金」は、事業内容が変更になったことに伴
い減額しました。

※詳しくは、愛南町ホームページに掲載している「補助金検討結果報告書」をご
覧ください。

　
本
町
で
は
、
そ
の
答
申
を
受
け
て

検
討
し
た
結
果
、
次
の
表
の
と
お
り

補
助
金
額
を
決
定
し
、
今
年
度
予
算

に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
補
助
金
に
反

映
さ
せ
ま
し
た
。

問合せ　企画財政課（℡７２－７３１７）
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行
政
評
価
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す

◆
企
画
財
政
課
か
ら

愛
媛
大
学
水
産
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
修
得
講
座
平
成
25
年
度

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

◆
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

プ
ー
ル
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

◆
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら

【
行
政
評
価
と
は
】

　
行
政
が
実
施
す
る
事
業
に
つ
い

て
、
「
ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た

か
」
、
「
必
要
性
や
効
率
性
は
ど
う

か
」
な
ど
の
視
点
か
ら
、
行
政
自
身

及
び
住
民
で
構
成
す
る
「
行

政
評
価
委
員
会
」
に
よ
り
客

観
的
・
多
角
的
に
評
価
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
評
価
の
経
過
・
結
果
】

　
ま
ず
、
平
成
23
年
度
に
実

施
し
た
４
つ
の
事
業
に
つ
い

て
、
町
長
の
諮
問
を
受
け
た

行
政
評
価
委
員
会
が
、
担
当

課
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
計

３
回
に
わ
た
り
審
議
を
行
い

ま
し
た
。
評
価
は
、
事
業
の

重
要
度
、
緊
急
度
、
財
源

度
、
目
的
の
妥
当
性
、
有
効

性
及
び
効
率
性
の
６
つ
の
視

点
か
ら
点
数
化
し
て
行
い
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
行
政
評
価
委
員

会
は
審
議
結
果
を
取
り
ま
と

め
、
昨
年
９
月
、
町
長
に
答
申
を
行

い
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
、
そ
の
答
申
を
受
け
て

検
討
し
た
結
果
、
次
の
表
の
と
お
り

今
後
の
方
針
を
決
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ

　
企
画
財
政
課（

℡
７
２
―

７
３
１
７
）

事業分野 事 業 名 町の方針

防災対策 災害時食糧等備蓄整備事業 拡大

水産業 新品種養殖試験事業 維持継続

農林業 愛南町青果市場運営費助成金 改善・効率化

児童福祉 一時保育事業 維持継続

※詳しくは、愛南町ホームページに掲載している「行政評価

結果反映状況報告書」をご覧ください。

　
過
疎
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
が
進

み
、
漁
業
の
担
い
手
が
減
り
続
け

て
い
る
宇
和
海
漁
村
地
域
の
革
新
的

再
形
成
を
め
ざ
し
た
社
会
人
対
象
の

講
座
を
、
愛
媛
大
学
社
会
連
携
推
進

機
構
な
ど
の
主
催
に
よ
り
開
設
し
ま

す
。
水
産
業
で
６
次
産
業
化
を
め
ざ

す
方
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
め
ざ

す
方
、
漁
業
や
水
産
業
に
興
味
が
あ

る
方
は
ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

　
修
了
者
に
は
、
愛
媛
大
学
か
ら

「
愛
媛
大
学
水
産
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
」

の
称
号
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
愛
媛
大
学
社
会
連

携
推
進
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://

w
w
w
.ccr.ehim

e-u.ac.jp/crp/

）を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
　４
月
15
日（
月
）

問
合
せ
　
愛
媛
大
学
社
会
連
携
推
進

機
構
水
産
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

修
得
講
座
係

（
℡
０
８
９
―

９
２
７
―

８
８
２
７
）

　
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー

ル
の
改
修
工
事
が
完
了
し
、
同
プ
ー

ル
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
式
典
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
改
修
工
事
は
Ｂ
＆

Ｇ
財
団
か
ら
２
，３
２
０
万
円
の
助

成
を
受
け
て
行
わ
れ
、
屋
根
、
外
壁

な
ど
プ
ー
ル
棟
を
全
面
改
修
し
た
ほ

か
連
絡
通
路
の
新
設
、
ボ
イ
ラ
ー
設

備
や
ろ
過
装
置
の
取
替
え
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
よ

り
快
適
に
プ
ー
ル
を
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

健
康
づ
く
り
や
体
力
づ
く
り
と
し

て
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 3/
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『
愛
南
町
国
民
健
康
保
険

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
』
を

策
定
し
ま
し
た

◆
町
民
課
か
ら

　
国
民
健
康
保
険
の
財
政
運
営
は
加

入
者（
被
保
険
者
）の
保
険
税
収
入
と

国
・
県
等
か
ら
の
公
費
で
賄
う
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
愛
南
町
の
国
民
健
康
保

険
財
政
は
、
平
成
20
年
度
の
医
療
制

度
改
正
以
降
、
毎
年
約
１
億
５
千
万

円
の
赤
字
と
な
り
、
町
の
一
般
会
計

か
ら
赤
字
額
の
補
填
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
本
町
で

は
国
民
健
康
保
険
事
業
の
財
政
状
況

を
改
善
す
る
た
め
に
、
財
政
健
全
化

プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
本
プ
ラ
ン
は
、
歳
入
・
歳
出
の
徹

底
的
な
見
直
し
を
行
う
も
の
で
、
ま

ず
歳
入
に
お
い
て
は
、
適
正
な
自
主

財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
徴
収
対
策

の
強
化
に
よ
る
収
納
率
の
向
上
や
保

険
税
率
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
ま

た
歳
出
に
お
い
て
は
、
生
活
習
慣
病

な
ど
の
予
防
の
た
め
の
保
健
指
導
の

実
施
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普

及
啓
発
な
ど
に
よ
る
中
長
期
的
な
医

療
費
の
適
正
化
の
推
進
な
ど
を
行
い

適
正
な
予
算
執
行
を
め
ざ
し
ま
す
。 

　
な
お
、
本
プ
ラ
ン
の
実
施
に
向
け

た
具
体
的
な
取
組
項
目
、
達
成
す
べ

き
数
値
目
標
は
、
平
成
25
年
度
内
に

設
定
し
、
平
成
26
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
く
予
定
で
す
。

国民健康保険税
609,155千円

国庫支出金
1,200,172千円

療養給付費等交付金
239,502千円

前期高齢者交付金
577,272千円

県支出金
187,855千円

共同事業交付金
456,567千円

一般会計繰入金(法定内）
219,121千円

その他
11,927千円 赤字補填額

150,746千円

総務費
9,812千円

保険給付費
2,411,522千円

保健事業費
22,629千円

諸支出金
49,436千円

共同事業拠出金
452,506千円

介護納付金
251,038千円

3,652,317千円

3,501,571千円

老人保健拠出金
30千円

前期高齢者納付金等
1,349千円

後期高齢者支援金等
453,995千円

歳入

歳出

平成23年度国保決算内訳（実質単年度）

　
本
町
は
、
現
在
県
下
で
一
人
当
た
り
の
保
険
税
が
一
番
低
く
、
収
支（
赤

字
）比
率
は
、最
も
悪
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
段
階
的
な
保
険
税
の
見
直
し
や
、
特
定
健
診
等
保
険
事
業
の

充
実
を
図
り
な
が
ら
、
医
療
費
の
適
正
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
国

保
財
政
の
現
状
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
国
保
財
政
の
健
全
化
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

町
民
課（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）

各市町の状況
市町名 保険税（円/人） 順位 収支比率 順位
松山市 80,539 4 98.43 9
今治市 66,998 16 98.95 8
宇和島市 81,735 3 101.50 3
八幡浜市 72,885 12 101.75 2
新居浜市 72,304 13 101.06 4
西条市 67,140 15 96.75 15
大洲市 76,380 10 98.37 10
四国中央市 80,494 5 100.95 5
伊予市 77,225 6 100.71 6
上島町 66,546 17 97.19 14
東温市 77,212 8 97.38 12
久万高原町 85,784 1 104.49 1
松前町 74,055 11 99.75 7
砥部町 61,896 19 97.22 13
内子町 68,203 14 97.90 11
伊方町 77,225 6 96.01 17
西予市 65,482 18 95.04 19
鬼北町 85,454 2 96.70 16
松野町 77,207 9 95.86 18
愛南町 60,163 20 94.37 20
県平均 75,961 98.90

※保険税：本町の課税所得、国保世帯数等を各市町の率や
　　　　　額に置換えて試算
※収支比率：平成22年度決算数値（平成23年度数値は未確定）
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柔
道
整
復
で
施
術
を
受
け

る
方
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
町
民
課
か
ら

納
期
内
に
必
ず

納
め
ま
し
ょ
う

◆
税
務
課
か
ら

　
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
は
、
国

民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
々
の
保
険
料
等
か
ら
支
払
わ
れ
ま

す
。
医
療
費
が
適
正
に
使
わ
れ
な
い

と
、
町
民
の
皆
様
の
家
計
や
保
険
財

政
を
圧
迫
し
て
し
ま
い
ま
す
。
医
療

費
の
適
正
な
支
出
の
た
め
、
特
に
、

柔
道
整
復
の
保
険
対
象
と
な
ら
な
い

負
傷
で
施
術
を
受
け
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

柔
道
整
復
の
対
象
と
な
る
負
傷
と
は

　
急
性
又
は
亜
急
性
の
外
傷
性
の
骨

折
、
脱
臼
、
打
撲
及
び
捻
挫
で
、
内

科
的
原
因
に
よ
る
疾
患
で
な
い
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
治
療
を
受
け
る

際
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

施
術
を
受
け
る
際
の
注
意
事
項

◆
負
傷
原
因
（
い
つ
・
ど
こ
で
・
何

を
し
て
・
ど
ん
な
症
状
が
あ
る
の

か
）を
正
確
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
外
傷
性
の
負
傷
で
な
く
、
原
因
が

労
働
災
害
等
に
該
当
す
る
場
合
は
国

民
健
康
保
険
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
交
通
事
故
等
に
該
当
す
る
場

合
は
役
場
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

◆
療
養
費
支
給
申
請
書
の
内
容(

負

傷
原
因
、
負
傷
名
、
日
数
、
金
額)

を
確
認
し
、
署
名
又
は
捺
印
は
、
必

ず
本
人
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
療
養
費
は
、
本
来
患
者
さ
ん
が
費

用
の
全
額
を
支
払
い
、
後
日
役
場
に

請
求
し
て
支
払
い
を
受
け
る
償
還
払

い
が
原
則
で
す
が
、
柔
道
整
復
に
つ

い
て
は
、
柔
道
整
復
師
へ
の
受
領
委

任
払
い
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
申
請
書
の
受
取
代
理
人
欄
へ
の
署

名
の
際
に
は
、
十
分
確
認
し
た
上
、

署
名
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
領
収
証
を
必
ず
も
ら
っ
て
保
管
し

て
お
き
、
医
療
費
通
知
で
金
額
・
日

数
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
領
収
証
は
医
療
費
控
除
を
受
け
る

際
に
も
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大

事
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場

合
は
内
科
的
要
因
も
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
医
師
の
診
断
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
　

　
町
民
課（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）

　
平
成
25
年
度
町
税
及

び
介
護
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
納
期
月

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
町
税
等
の
納
付
は
便

利
で
確
実
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
日
は

各
納
期
限
の
日
で
す
の

で
、
振
替
不
能
に
な
ら

な
い
よ
う
に
通
帳
の
残

高
を
確
認
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

　
平
成
25
年
度
の
固
定

資
産
税
納
税
通
知
書
兼

課
税
明
細
書
・
納
付
書

（
口
座
振
替
を
ご
利
用
の

方
以
外
）は
、
４
月
15
日

（
月
）発
送
の
予
定
で
す
。

問
合
せ

　
税
務
課

（
℡
７
２
―

７
３
０
１
）

納　期　月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

納　期　限
4/30 5/31 7/1 7/31 9/2 9/30 10/31 12/2 12/25 1/31 2/28 3/31
（火）（金）（月）（水）（月）（月）（木）（月）（水）（金）（金）（月）

税
　
　
目

町 県 民 税
1期
全期

2期 3期 4期

固 定 資 産 税
1期
全期

2期 3期 4期

軽 自 動 車 税 全期

国民健康保険税 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期

介 護 保 険 料
（1号被保険者普通徴収分）

1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期

後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料

1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期
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愛
南
町
医
師
確
保
奨
学
金

貸
付
制
度
奨
学
生
を
募
集

し
ま
す

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

平
成
24
年
度
四
国
防
災
八
十
八
話

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

◆
防
災
対
策
課
か
ら

　

愛
南
町
で
は
、
将
来
医
師
と
し
て

町
が
指
定
す
る
医
療
機
関（
注
１
）で

従
事
し
よ
う
と
す
る
熱
意
の
あ
る
医

学
生
の
方
に
対
し
、
修
学
に
必
要
な

資
金
の
貸
付
け
を
行
い
ま
す
。

（
注
１
）町
が
指
定
す
る
医
療
機
関

・
国
保
一
本
松
病
院
及
び
同
附
属
内

海
診
療
所

・
そ
の
他
特
に
町
長
が
認
め
る
医
療

機
関

募
集
資
格
　（
①
〜
④
の
す
べ
て
を

備
え
た
方
）

①
愛
南
町
に
本
人
又
は
保
護
者
の

住
所
が
あ
る
方

②
愛
媛
県
内
の
高
等
学
校
の
卒
業
生

③
医
学
を
専
攻
す
る
大
学
生
（
自

治
医
科
大
学
を
除
く
。）

④
愛
媛
県
地
域
医
療
医
師
確
保
奨

学
金
、
医
師
確
保
奨
学
基
金
の
貸

与
者
以
外

募
集
人
員
　
２
名（
平
成
25
年
度
）

種
類
と
貸
付
金
額

入
学
金
等
　
50
万
円
を
限
度

修
学
資
金
　
月
額
20
万
円
を
限
度 

修
学
一
時
金
　
２
０
０
万
円
を
限

度（
大
学
５
年
生
又
は
６
年
生
）

貸
付
期
間

　
入
学
金
等
の
貸
付
け
は
入
学
す
る

年
度
の
１
回
の
み
と
し
、
入
学
金
等

の
み
の
貸
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
修
学
資
金
の
貸
付
期
間
は
６
年
間

を
限
度
と
し
ま
す
。

　
修
学
一
時
金
は
一
括
又
は
分
割
の

貸
付
け
と
し
、
修
学
一
時
金
の
み
の

貸
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

貸
付
の
決
定

　
愛
南
町
医
師
確
保
奨
学
金
貸
付
審

査
会
で
審
査
を
行
い
決
定
し
ま
す
。

返
還
免
除（
全
額
）

　
①
大
学
卒
業
後
２
年
以
内
に
医
師

の
免
許
を
取
得
し
、
貸
付
期
間
の
２

倍
に
相
当
す
る
期
間
内
に
町
指
定
医

療
機
関
に
お
い
て
、
貸
付
期
間
と
同

じ
期
間
従
事
し
た
場
合

　
②
町
指
定
医
療
機
関
で
従
事
期
間

中
に
業
務
上
の
理
由
で
死
亡
、
又
は

心
身
を
故
障
し
、
奨
学
金
を
返
還
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

※
修
学
一
時
金
は
免
除
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間

　
随
時
受
付
け
て
い
ま
す（
入
学
金

等
は
入
学
日
か
ら
６
か
月
以
内
）。

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

写真上段左から川村さん、樫田さん、兵頭さん
下段左から松本さん、草木原さん、木田くん
※菅原くんは都合により欠席

　
尊
い
犠
牲
を
伴
っ
た
先
人
の
経
験

や
知
恵
を
学
び
、
そ
れ
を
自
分
の
経

験
や
知
恵
と
す
る
こ
と（
世
代
や
地

域
を
超
え
た
経
験
と
知
恵
の
共
有
）

を
目
的
と
し
て
町
内
全
小
・
中
学
校

を
対
象
に
、「
四
国
防
災
八
十
八
話
」

や
「
災
害
体
験
談
聞
き
取
り
調
査
」

を
題
材
と
し
た
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
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（
愛
南
町
防
災
教
育
推
進
懇
談
会
主

催
）を
実
施
し
ま
し
た
。

【
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

　
　
　

（
学
年
は
、３
月
６
日
現
在
）】

小
学
生
の
部

最
優
秀
賞

  

草
木
原
　
寧ね

子ね

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　（
船
越
小
５
年
）

優
秀
賞

  

木
田
　
尚

し
ょ
う

く
ん
　 

（
柏
小
４
年
）

  

菅
原
　
莉り

音お
ん

く
ん 

（
福
浦
小
５
年
）

中
学
生
の
部

最
優
秀
賞

  

樫
田
　
怜

り
ょ
う
こ子

さ
ん（
内
海
中
３
年
）

優
秀
賞

  

兵
頭
　
輝

ひ
か
り

さ
ん
　（
内
海
中
３
年
）

  

川
村
　
優ゆ

芽め

さ
ん（

一
本
松
中
２
年
）

審
査
員
特
別
賞

  

松
本
　
愛ま

白し
ろ

さ
ん（
柏
小
２
年
）
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住
宅
の
新
築
・
リ
フ
ォ
ー

ム
等
補
助
金
の
お
知
ら
せ

◆
建
設
課
か
ら

愛
南
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

が
完
成
し
ま
し
た

◆
学
校
教
育
課
か
ら

「
う
み
ら
い
く
愛
南
」開
所

記
念
行
事
を
開
催
し
ま
す

◆
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

　
愛
南
町
で
は
、
住
宅
の
新
築
・
リ

フ
ォ
ー
ム
等
を
行
う
町
民
の
方
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象
住
宅

　
持
ち
家（
親
又
は
子
の
住
宅
を
含

む
。
）
の
新
築
及
び
増
築
工
事
や
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
等
を
行
う
住
宅（
補

助
を
受
け
よ
う
と
す
る
工
事
が
、
町

の
他
の
補
助
制
度
と
重
複
し
て
い
な

い
こ
と
。）

※
店
舗
等
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延

べ
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が
居
住
部

分
で
、
居
住
以
外
の
部
分
が
50
㎡
を

超
え
な
い
住
宅
。
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の

　
「
愛
南
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」

が
完
成
し
、
４
月
か
ら
、
町
内
に
４

か
所
あ
っ
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が

統
合
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
オ
ー
ル
電
化
で
、

厨
房
に
は
、
水
を
必
要
以
上
に
流
さ

ず
常
に
床
を
乾
燥
さ
せ
て
お
く
ド
ラ

イ
シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ
る
な
ど
衛

生
面
や
作
業
効
率
の
面
で
向
上
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
８
日
（
月
）
の
城
辺
中
学
校
で

の
試
食
、
４
月
10
日（
水
）の
久
良
小

学
校
や
御
荘
中
学
校
な
ど
で
の
一
部

給
食
実
施
を
経
て
、
４
月
15
日（
月
）

か
ら
町
内
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
で

給
食
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
愛
南
町
地
域
産
業
研
究
・
普
及
セ

ン
タ
ー
「
う
み
ら
い
く
愛
南
」
の
共

用
開
始
に
当
た
り
、
４
月
26
日（
金
）

に
開
所
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

【
一
般
施
設
見
学
会
】

時
間
　
13
時
〜
14
時
30
分

場
所
　
う
み
ら
い
く
愛
南

　
　
　（
旧
西
浦
小
学
校
）

【
開
所
記
念
講
演
会
】

時
間
　
17
時
〜
18
時
30
分

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　　　　２
階
　大
研
修
室

講
師
　
柳
沢
康や

す

信の
ぶ

氏

　　　（
愛
媛
大
学
　学
長
）

   

　　山
下
東は

る

子こ

氏

　　　（
水
産
政
策
審
議
会
　会
長
）

問
合
せ
　水
産
課
水
産
振
興
室

（
℡
７
２
―

７
３
０
５
）

共
同
住
宅
に
つ
い
て
は
、
居
住
の
用

に
供
す
る
専
有
部
分

補
助
対
象
工
事

　
住
宅
に
係
る
工
事
費
が
50
万
円
以

上
で
、
町
内
に
事
業
所（
支
店
）を
有

す
る
建
築
業
者
等
が
施
工
す
る
工
事

補
助
金
額

　
補
助
対
象
工
事
費
の
10
分
の
１
に

相
当
す
る
額（
限
度
額
20
万
円
）

※
補
助
申
請
額
が
平
成
25
年
度
予
算

額
に
達
し
た
場
合
、
受
付
終
了
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
補
助

金
の
交
付
は
、
住
宅
１
戸
又
は
申
請

者
１
人
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
。

問
合
せ

　
建
設
課（
℡
７
２
―

７
３
１
３
）
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銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

の
お
知
ら
せ

◆
生
涯
学
習
課
か
ら

◆
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

１
年
経
ち
ま
し
た

　
銃
砲
刀
剣
類
の
う
ち
、
美
術
品
又

は
骨
董
品
と
し
て
価
値
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
、
登
録
を
受
け
た
古
式
銃
砲

や
刀
剣
類
は
所
持
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
銃
砲
刀
剣
類
を
新
た
に
発
見

さ
れ
た
場
合
は
最
寄
り
の
警
察
署
へ

の
発
見
届
出
後
、
速
や
か
に
発
見
者

（
所
有
者
）自
身
が
銃
砲
刀
剣
類
を
持

参
し
、
登
録
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
審
査
会
に
お
越
し
の
際

は
、必
ず
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成
25
年
度
　

　
　
　
偶
数
月
の
第
３
木
曜
日

　
　
　
４
月
18
日
、
６
月
20
日
、

　
　
　
８
月
15
日
、
10
月
17
日
、

　
　
　
12
月
19
日
、

　
　
　
平
成
26
年
２
月
20
日

　
刀
剣
類
　
13
時
〜
17
時

　
古
式
銃
砲
　
16
時
〜
17
時

※
い
ず
れ
も
受
付
は
16
時
30
分
ま
で

で
す
。

会
場
　
愛
媛
県
庁
　
第
一
別
館
　

　
　
　
11
階
会
議
室

持
参
品

⑴
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
出
済
証

（
警
察
署
か
ら
渡
さ
れ
ま
す
。）

⑵
当
該
銃
砲
刀
剣
類
（
必
ず
布
等

で
包
む
な
ど
し
て
安
全
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。）

⑶
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
等
、
本
人
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
も
の
）

⑷
愛
媛
県
収
入
証
紙
（
申
請
手
数

料
）
※
県
収
入
証
紙
の
取
扱
所

は
、
県
庁
内
に
も
あ
り
ま
す
。

○
登
録
申
請

　
１
件
に
つ
き
６
，３
０
０
円

　（
事
前
に
購
入
し
、
会
場
に
ご
持

参
く
だ
さ
い
。）

　
※
登
録
申
請
手
数
料
は
、
登
録

で
き
な
い
場
合
も
返
還
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
登
録
証
再
交
付
申
請

　
１
件
に
つ
き
３
，５
０
０
円

　
（
審
査
後
、
再
交
付
が
可
能
な

場
合
に
ご
購
入
く
だ
さ
い
。）

問
合
せ

　
愛
媛
県
教
育
委
員
会
管
理
部
文
化

財
保
護
課

（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
９
７
６
）

　
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会

が
発
足
し
て
１
年
が
経
ち
ま
し

た
。
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
知
名
度
は
少
し

ず
つ
上
が
り
、
新
し
い
会
員
さ
ん

も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
活
動
に
よ
っ
て
、
愛

南
町
の
医
師
不
足
の
現
状
を
町
民

の
方
に
広
く
知
っ
て
も
ら
え
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
医
療
現
場
の
厳
し
い
現
状
は

ま
だ
ま
だ
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
大
き
な
力
に
な
っ
て
い

く
こ
と
を
信
じ
て
、
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
守
る
会
」
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
．
主
な
活
動
内
容
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

Ａ
．
昨
年
は
、
医
師
や
救
急
救
命

士
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
救
急
時

の
対
処
法
の
実
習
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
や
定
期
的
な
勉
強
会
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

Ｑ
．
勉
強
が
苦
手
な
の
で
す
が
…

Ａ
．
勉
強
会
だ
け
で
な
く
、
お
や

つ
作
り
と
座
談
会
な
ど
、
会
員
同

士
の
親
睦
を
深
め
る
楽
し
い
行
事

も
企
画
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
仕
事
を
し
て
い
た
り
、
小
さ

な
子
ど
も
が
い
な
く
て
も
会
員
に

な
れ
ま
す
か
。

Ａ
．
な
れ
ま
す
。
参
加
で
き
る
時

だ
け
で
も
大
丈
夫
で
す
。
活
動
内

容
、
日
時
は
メ
ー
ル
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
小
児
に
限
ら
ず
、

広
い
世
代
の
方
が
考
え
る
べ
き
問

題
な
の
で
、
ぜ
ひ
い
ろ
い
ろ
な
方

に
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
会
員
は
随
時
募
集
中
で
す
。
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

　
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会

（
℡
７
３
―

２
２
８
８
）

　ainan.m
am
oru@

gm
ail.com
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作り方
①真鯛は、一口大に切り、空豆は塩ゆでして皮をむ
く。
②にんにくは薄切りに、赤唐辛子は種を取って輪切り
にする。
③塩を入れた熱湯でスパゲティーをゆでる。
④フライパンにオリーブオイル・にんにく・赤唐辛子
を入れて弱火にかけ、にんにくがきつね色になったら
にんにくと赤唐辛子を取り出す。
⑤④のオイルで真鯛の切身を焼き、取り出す。
⑥⑤のオイルに昆布茶とゆで汁を大さじ3程度入れて混
ぜ合わせ、塩で味を調える。
⑦⑥ににんにく・赤唐辛子・スパゲティーを入れて混
ぜ合わせ、真鯛と空豆を入れて軽く混ぜる。
⑧盛り付けし、大さじ1程度オリーブオイルをまわし掛
け、お好みで黒コショウをかける。

愛
な
ん「
海
と
農
」の

　
　
　
　
　
旬
レ
シ
ピ
①

◆
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

真鯛と空豆のぺペロンチーノ

　
前
号
ま
で
、
食
育
健
康
レ
シ
ピ
と

し
て
様
々
な
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
号
か
ら
、
愛
な
ん

「
海
と
農
」
の
旬
レ
シ
ピ
と
題
し
て

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
４
月
の
食
材
は
、
真
鯛
と
空
豆
で

す
。
真
鯛
は
、
愛
南
町
で
盛
ん
に
養

殖
さ
れ
、
そ
の
生
産
量
は
、
全
国
市

町
村
別
で
第
２
位
を
誇
り
ま
す
。
結

婚
式
な
ど
お
め
で
た
い
席
に
欠
か
せ

な
い
食
材
で
、
特
に
桜
の
咲
く
こ
の

時
期
の
真
鯛
は
、
「
桜
鯛
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
空
豆
も
愛
南
町
で
盛
ん
に

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
最
古

の
農
作
物
の
一
つ
と
も
さ
れ
る
空
豆

愛
な
ん
食
育
推
進

第
34
回

材料（２人分）
真鯛短冊　　　　90g
空豆　　　　　　50g
スパゲティー　　160g
オリーブオイル　大さじ8
にんにく　　　　1片

は
、
豆
果（
さ
や
）が
空
に
向
か
っ
て
付
く
の
で
そ
の

名
で
呼
ば
れ
、
天
豆
な
ど
と
い
う
呼
び
名
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
さ
や
が
蚕
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
蚕

豆
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　
真
鯛
も
空
豆
も
貴
重
な
タ
ン
パ
ク
源
で
あ
り
、
体

を
つ
く
る
上
で
大
切
な
栄
養
素
で
す
。
さ
ら
に
、
糖

質
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
も
含

み
、
炭
水
化
物
と
の
相
性
も
抜
群
で
す
。  

　
新
年
度
を
迎
え
、
縁
起
の
良
い
食
材
を
食
べ
て
、

良
い
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
ょ
う
。

〈
毎
月
19
日
は
食
育
の
日
〉

学
校
給
食

：

愛
南
○
○
カ
レ
ー

　
４
月
は
、
19
日
に
「
愛
南
玉
ね
ぎ

カ
レ
ー
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

赤唐辛子　　　　1本
昆布茶　　　　　小さじ1
塩　　　　　　　少々
黒コショウ　　　少々
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４
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生

納
付
特
例
制
度
を
ご
存
知

で
す
か

◆
町
民
課
か
ら

長
期
療
養
等
で
定
期
予
防
接

種
が
で
き
な
か
っ
た
方
へ

お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　

10
日
・
17
日

　
水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

５
月
の
引
取
日
は
、

　
１
日
・
８
日
・
15
日
・
29
日

　
水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　
引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ
て

環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
ま
で
連

れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
飼
い

犬
・
飼
い
ね
こ
の
場
合
は
有
料（
愛
媛

県
収
入
証
紙
が
必
要
）で
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

環
境
衛
生
課（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）

　
20
歳
に
な
れ
ば
、
学
生
の
方
も
国

民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
学
生
納
付
特

例
制
度
は
、
所
得
が
少
な
く
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
学
生
の
方

が
、
将
来
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
防
止
す
る

た
め
、
ご
本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で

す
。

◆
ご
本
人
の
所
得
の
み
で
審
査
し
ま
す
。

　
一
般
の
保
険
料
免
除
（
全
額
免

除
・
一
部
納
付
）の
場
合
、
世
帯
主

等
の
所
得
も
含
め
て
保
険
料
免
除
の

対
象
と
な
る
か
判
定
し
ま
す
が
、
学

生
納
付
特
例
は
ご
本
人
の
所
得
の
み

で
判
定
し
ま
す
。
申
請
は
毎
年
度
必

要
で
す
。

◆
手
続
き
さ
れ
る
方
は

　
お
住
ま
い
の
市
町
役
場
の
国
民
年

金
担
当
窓
口
又
は
年
金
事
務
所
で
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
必
要
な
も
の
】
年
金
手
帳
・
学
生

証
又
は
在
学
証
明
書
・
印
鑑

◆
手
続
き
の
簡
素
化
に
つ
い
て

　
前
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制
度
が

承
認
さ
れ
た
方
で
ハ
ガ
キ
様
式
の
申

請
書
が
送
付
さ
れ
た
方（
３
月
末
送

付
予
定
）に
つ
い
て
、
引
き
続
き
学

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
４
月
17
日（
水
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

生
納
付
特
例
制
度
を
申
請
す
る
場
合

は
、
ハ
ガ
キ
様
式
の
申
請
書
に
学
校

名
、
氏
名
、
住
所
等
を
記
入
し
、
郵

便
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

学
校
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
年
金
手

帳
、
学
生
証
又
は
在
学
証
明
書
、
印

鑑
を
持
参
し
、
お
住
ま
い
の
市
町
役

場
又
は
年
金
事
務
所
で
、
学
生
納
付

特
例
制
度
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
承
認
さ
れ
る
と

　
承
認
期
間
中
の
ケ
ガ
や
病
気
な
ど

で
障
害
が
残
っ
た
時
は
、
一
定
の
条

件
を
満
た
せ
ば
障
害
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　
承
認
期
間
は
、
将
来
受
け
取
る
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間（
25

年
）に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
追
納

を
し
な
け
れ
ば
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。

　
承
認
期
間
に
つ
い
て
は
、
保
険
料

を
10
年
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
す

る
「
追
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す（
２

年
を
過
ぎ
る
と
経
過
し
た
年
数
に
応

じ
て
、
保
険
料
に
加
算
額
が
付
き
ま

す
。）。

問
合
せ

　
町
民
課（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
４
４
０
）

　
予
防
接
種
施
行
令
の
改
正
に
よ

り
、
長
期
に
わ
た
り
療
養
を
必
要
と

す
る
疾
病
の
た
め
定
期
予
防
接
種
が

で
き
な
か
っ
た
場
合
、
対
象
年
齢
を

過
ぎ
て
も
定
期
の
予
防
接
種
と
し
て

接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
期
間
は
接
種
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
２
年
以
内
と
し
、
ワ

ク
チ
ン
の
種
類
に
よ
っ
て
は
年
齢
制

限
が
あ
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
、
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
　
保
健
福
祉
課

（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）
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４月の保健事業のお知らせ
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

「
入
門
課
程
」の
受
講
生
を

募
集
し
ま
す

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

今年も4月27日（土）

あまなつコンサートで

お会いしましょー！

　春。芽吹く季節。息吹の時。夢への一歩を踏み出した人もいるやろう。新しい出会い

と、今から起こる出来事に胸を膨らませて輝いてる原石たち。すごく眩しい。いつまでも

キラキラしててほしい。思いどおりにならんことなんていっぱい。壁なんて次から次へと

現れる。それが当たり前のことやから。たくさん転んで、躓いて、時に休んで、泣いて、

それでも、ゆっくりでも、時間がかかっても、自分の道を歩いていけたらそれだけで十分

やと思う。くじけそうになった時、この言葉を繰り返す。

「大事なのはやめないこと」。

未来はいつだって自分の力で

変えていける。大事なのはや

めないこと。

(テノヒラkiku)

－あいなん音故地新－

Kikuさんのプロフィール
　アコースティックバンド「テノヒラ」の

ボーカルとして、東京を拠点に全国で活躍

中。城辺小～城辺中～南宇和高校出身

　「新しい季節。」

乳幼児健康診査

内　容 月　日 曜日 場　所 対象者

1歳6か月児健診
４
月

16日 火

城辺保健福祉センター

H23年7月1日～

H23年8月31日生まれ

3歳児健診 23日 火
H22年1月1日～

H22年2月28日生まれ

育児相談

内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

げんきっ子

４
月

10日
水
内海保健センター 9：30～11：30

すくすく相談 17日 城辺保健福祉センター 9：30～11：00

うみのこ広場 18日 木
西海支所２階

親子ふれあい交流室
9：30～11：30

みなみっ子 22日 月 御荘夢創造館 9：30～11：30

その他

内　容 月　日 曜日 場　所 時　間

病態栄養相談 4月25日 木 城辺保健福祉センター
13：30～15：30

※要事前申込み

　
手
話
を
使
っ
て
、
耳
の
不
自
由
な

方
と
お
話
し
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
手
話
を
初
め
て
学
ぶ
方
の
た
め
の

「
入
門
講
座（
全
20
回
）」
が
宇
和
島

市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
間
　
５
月
20
日（
月
）〜
11
月
25
日

（
月
）の
月
曜
日（
全
20
回
） 

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

会
場
　
宇
和
島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
料
　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
１
，
２
０
０
円
が
必

要
で
す
。

申
込
期
日
　
４
月
30
日（
火
）

申
込
み
・
問
合
せ

　
宇
和
島
市
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
℡
０
８
９
５
―

２
４
―

１
１
１
１
）

　
保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

４、５月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ

 

税
務
課
等
か
ら

４
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

４・５月行事予定表

第１日曜日   7日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

第２日曜日 14日 福浦診療所 福　　浦 ☎83-0510

第３日曜日 21日 粉川ファミリークリニック 城 辺 甲 ☎72-2111

第４日曜日 28日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

昭 和 の 日 29日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。

　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

４月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

固

定

資

産

税

1期分/4期分

全期

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
、翌
日
と
な
り
ま
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
・
深
浦

公
民
館
、
小
屋
ノ
浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

4/25

5/29

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役

場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所
、
中
ノ
谷
・
鼻
共
同
住
宅
横

4/23

5/27

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会

所

4/19

5/23

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
西
海
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・

小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

4/17

5/21

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

4/15

5/17

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
一
本
松
・
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

4/11

5/15

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、

旧
川
村
光
男
作
業
場
、
兵
頭
郁
生
さ
ん
宅
前
、
旧
内
海
支
所
、
魚
神
山
船
越
・

平
碆
・
柏
崎
各
集
会
所

4/9

5/13

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
町
営
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
二
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺

新
町
各
集
会
所
、
節
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

4/5

5/9

御
荘
菊
川
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・

貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

4/3

5/7

中
浦
漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
前
、
赤
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

長
月
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

4/1

5/1

日 曜 時　間 行事名 場　所

４月

1 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

8 月
町内小学校入学式 各小学校

10：00～　 篠山小中学校入学式 篠山中学校
9 火 町内中学校入学式 各中学校

10 水
9：30～　 あいなん幼稚園入園式 あいなん幼稚園

13：00～15：00 行政相談
城の辺
学習館ほか

15 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

21 日 9：30～16：00
第18回 愛南
レクバレーボール大会

御荘Ｂ＆Ｇ海洋
センター体育館

26 金 17：00～20：00 地域産業シンポジウム
御荘文化
センター

27 土 9：00～17：00
第32回 四国西南地区
少年軟式野球大会

南レク城辺
球場ほか

28 日 9：00～17：00
第32回 四国西南地区
少年軟式野球大会

南レク城辺
球場ほか

29 月 14：00～16：00
愛媛FC VS 
V･ファーレン長崎 
（愛南町マッチタウン）

ニンジニア
スタジアム

５月

3 金 9：30～16：30
愛南サッカー
フェスティバル2013

ユースの部

南レク
城辺公園球技
広場ほか

4 土

6：30～14：00 ファミリー釣り大会 西海地域

8：30～17：00
第35回 
一本松少年剣道大会

一本松交流
促進センター

9：30～16：30
愛南サッカー
フェスティバル2013

ユースの部

南レク
城辺公園球技
広場ほか

5 日 9：30～16：30
愛南サッカー
フェスティバル2013

ユースの部

南レク
城辺公園球技
広場ほか

8 水 13：00～15：00 行政相談
城の辺
学習館ほか

9 木 9：00～15：30
第18回 
きなはいや杯
クロッケー交流大会

南レク御荘
多目的広場

13 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

17 金 9：20～15：30
第11回 西瀬戸
グラウンドゴルフ

交流大会

南レク
城辺球場

18 土 8：00～12：30
第11回 西瀬戸
グラウンドゴルフ

交流大会

南レク
城辺球場

19 日 8：50～17：00
第15回 
フレンドリーカップ 
ソフトバレーボール大会

御荘Ｂ＆Ｇ海洋
センター体育館・
平城小学校体育館

20 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

26 日 9：30～15：00
愛南
びやびや祭り2013

南レク
ロッジ周辺

佐久間・浜田・平田3教室合同押花作品展
4月20日（土）～29日（月）

時間　8：30～19：00　場所　DE・あ・い・21

愛いっぱい愛南産直市
４月９日（火）～４月１５日（月）

時間　10：00～19：00　　場所　松山三越


